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まえ， 208 （平成 20 ）年 6 月には社会教育法， 図書館法，博物館法が改正され， 公民館， 図書館，
博物館等において， 地域住民が学習した成果を活用する機会を提供する事業を実施することととも
その運営状況の評価や情報提供に努めるべきことが新たに規定された。 こうした法改正が進め




の学ぶ意欲を支えること， 及び②社会全体の教育力の向上を図ることの 2 点を提言した。
2. 「新しい『公共』」に資する生涯学習・社会教育
教育基本法を始めとする教育関連法の改正や中央教育審議会答申の提言等で強調された「公共の




「新しい『公共』J という考え方は， 21 世紀の日本のあるべき姿を検討するため， 19 年 3 月に
当時の小淵内閣総理大臣が設置した『「21 世紀の日本」懇談会』の最終報告「日本のフロンティア




新しい公の創出の 2 点を提言している。 この報告書で提言された「新しい『公共』」という考え方の
重要な点は， 「ルー ルJ と「責任J に基づいて「新たに創造する公共J ということである。 これを教
育に当てはめると，今地域で求められていることを，住民同士で話し合い，教育目標・計画を策定























テム創造について話し合う極めて有益な機会であった。 12 月 1 日の第 1 日目は 13 の分散会にお
いて合計 29 の事例発表が行われた。筆者が参加した第 3分散会では新居浜公民館による「わくわ
く通学合宿泊新居浜公民館」の取組，及びNPO 法人どんぐり王国マムの会による「安心できる居場
所づくり」の活動の事例発表が行われた。一つ目の事例である新居浜公民館では，地域づくりの拠
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196 （平成 8 ）年に設立されたいわゆるNPO であり 不登校・引きこもりの青少年及び保護者を対
自然・動物・人とのふれあいを基本とした様々な体験象に，学校復帰や社会復帰を支援するため，
どんぐり王国子育て支援部マムの会は
201 （平成 13 ）年に設置され，年間 6 回程度子育て勉強会を開催するほか，動物とのふれあい体





































テーマとする第 4 分科会にコメンテーターとして参加した。第 4 分科会では，
囲碁，習字，歌声，篠笛，ものである。「礼を正し」「場を清めJ 「時を守るJ をスローガンに，現在，
お茶，俳句，絵手紙，郷土学の 9講座が開設されており，年間 165 名もの多くの児童が学ん算数，
これまでも子ども目線を大切にしながら 小学校への登下校のたでいる。松山市久米公民館では，
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12 月 1 日（土）
受付 1:30 ～12:0 アトラクションー・夢くれよん、空色ぽいす、すいーとてん・はーと
オリエンテーション 13:0 ～14:0 
交流会 19:0 ～ 
分散会 14:0 ～17:30 出会いの広場 17:30 ～17:0 
12 月 2 日（日）
全大会 9:0 ～ 9:40 鼎談
分科会 9:40 ～12:5 分科会
閉会式 12:5 ～12:30 
I 聞かれた家庭づくり…愛媛県教育委員会、さくら児童クラブ
II 学校を核にしたまちづくり…泉川まちづくり協議会、ふじみね学校支援連絡協議会
田 高校生のまちづくり…宇和島水産高等学校、八幡浜高等学校、松山南高等学校、
中山高等学校
N 子どもを縁にしたまちづくり…新居浜土曜寺子屋教室、久米安心安全ネットワーク
協議会、松山女性消防団
